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県
立
青
森
工
業
高
校
・
都

市
環
境
科
2
年
の
生
徒
ら
36

人（
う
ち
教
員
2
人
）に
予
定

さ
れ
た
工
事
現
場
で
の
滞
在

時
間
は
、約
1
時
間
だ
っ
た
。

元
請
・
巴
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
榎
本
大
輔
所
長
、
同

社
東
北
支
店
の
担
当
者
ら

は
、
発
注
者
・
青
森
河
川
国

道
事
務
所
の
許
可
の
も
と
、

「
限
ら
れ
た
時
間
内
で
、
ど

う
見
せ
れ
ば
、
分
か
り
や
す

く
伝
わ
る
か
」に
腐
心
し
た
。

同
社
は
ま
ず
、
説
明
ス
ラ

イ
ド
と
3
Ｄ
ア
ニ
メ
を
用
意

し
、
理
解
が
進
む
よ
う
に
工

夫
。
そ
し
て
、
鈑
桁
ブ
ロ
ッ

ク
下
フ
ラ
ン
ジ
添
接
部
の
ボ

ル
ト
締
め
体
験
に
加
え
、
ボ

ル
ト
締
め
し
た
桁
の
架
設
を

間
近
で
見
て
も
ら
い
、
実
物

の
大
き
さ
、
迫
力
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
し

た
。ま

た
、
上
空
に
飛
ば
し
た

ド
ロ
ー
ン
で
集
合
写
真
を
撮

影
し
、
土
木
工
事
現
場
で
も

先
端
技
術
を
駆
使
し
て
い
る

こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

に
し
た
。

同
社
は
当
日
、
現
場
に
テ

ン
ト
を
張
り
、
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
を
用
意
し
た
。

「
本
工
事
は
、
鉄
の
橋
を

架
け
る
現
場
で
す
。
橋
に
は

ト
ラ
ス
橋
、
吊
橋
、
斜
張
橋

な
ど
様
々
な
形
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
は
一
般
的
な
プ
レ

ー
ト
ガ
ー
ダ
ー
橋
（
鈑
桁

橋
）が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
」

榎
本
所
長
は
、
生
徒
が
現

場
に
到
着
す
る
1
時
間
前
か

ら
、
ス
ラ
イ
ド
を
流
し
な
が

ら
、
こ
う
し
た
説
明
の
確
認

と
練
習
を
数
度
重
ね
た
。

青森河川国道
手長地区橋梁上部工工事3

Ｄ
（
3
次
元
）
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
ド
ロ
ー
ン
、
ボ

ル
ト
締
め
体
験
、
そ
し
て
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
目
前
で
桁

架
設
―
―
。
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
・
青
森
河
川

国
道
事
務
所
が
9
月
4
日
に
開
い
た
国
道
45
号
上
北
天
間

林
道
路
「
手
長
地
区
橋
梁
上
部
工
工
事
」
の
高
校
生
向
け

見
学
会
で
は
、
そ
の
見
せ
方
に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し

た
。「
1
人
で
も
多
く
の
若
者
に
橋
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」

と
い
う
受
・
発
注
者
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

橋橋
のの
魅魅
力力

伝伝
ええ
方方
にに
工工
夫夫

�

何
人
も
の
手
が
挙
が
る

見
学
会
が
始
ま
る
と
、
橋

の
構
造
概
要
、
現
場
の
特
徴

等
は
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
。
既

に
架
設
が
完
了
し
た
部
分

は
、
特
別
に
製
作
し
た
3
Ｄ

動
画
で
生
徒
ら
に
見
て
も
ら

っ
た
。

そ
の
後
、
現
場
ヤ
ー
ド
に

移
動
。
1
次
下
請
・
日
本
通

運
の
坪
湧
磨
さ
ん
に
よ
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
ボ
ル
ト
締
め
体
験
の
希

望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
何

人
も
の
手
が
上
が
っ
た
。
そ

し
て
、
女
子
生
徒
を
含
む
約

10
人
が
実
際
に
ボ
ル
ト
締
め

を
体
験
。
そ
の
後
、
生
徒
が

ボ
ル
ト
締
め
し
た
鈑
桁
を
2

0
0
ｔ
吊
ク
レ
ー
ン
で
吊
上

げ
て
旋
回
し
、
所
定
位
置
に

落
と
し
込
ん
だ
。

榎
本
所
長
は
、
小
型
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
を
手
に
生
徒
を
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
に
誘
導
し
、

折
々
の
場
面
で
作
業
内
容
を

説
明
。
生
徒
ら
の
興
味
深
そ

う
な
顔
を
見
て
、
満
足
そ
う

に
目
を
細
め
て
い
た
。

※
ド
ロ
ー
ン
は
、
巴
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
土
木
技
研

（
岩
手
県
盛
岡
市
、
海
野
伸

社
長
）
が
運
用
。
3
Ｄ
動
画

は
、オ
フ
ィ
ス
ケ
イ
ワ
ン（
大

阪
市
西
区
、
保
田
敬
一
社

長
）
が
制
作
し
た
。

◇

◇

手
長
地
区
橋
梁
上
部
工
工

事
は
「
Ｂ
ラ
ン
プ
橋
」（
鋼

単
純
非
合
成
3
主
鈑
桁
橋
、

橋
長
49
・
5
ｍ
、
幅
員
5
・

5
ｍ
、
鋼
重
1
1
8
ｔ
、
送

出
し
架
設
）
と
、「
Ｄ
ラ
ン

プ
橋
」（
鋼
単
純
非
合
成
3

主
鈑
桁
橋
、
橋
長
47
ｍ
、
幅

員
5
・
5
ｍ
、
鋼
重
1
0
6

ｔ
、
ク
レ
ー
ン
ベ
ン
ト
架

設
）
の
2
橋
を
、
栃
木
県
に

あ
る
巴
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

小
山
工
場
で
製
作
し
、
陸

送
。
現
地
で
地
組
立
て
し

て
、
架
設
す
る
も
の
だ
。

榎
本
所
長
の
話
「
重
量
的

に
1
2
0
ｔ
吊
ク
レ
ー
ン
で

も
対
応
で
き
た
が
、
当
現
場

で
は
2
0
0
ｔ
吊
を
採
用
し

た
。
ク
レ
ー
ン
を
据
え
付
け

る
た
め
、
セ
メ
ン
ト
固
化
剤

を
用
い
て
地
盤
改
良
し
て
い

る
。
送
出
し
架
設
は
、
事
前

の
解
析
で
反
力
管
理
を
行

い
、
4
日
間
で
約
77
ｍ
を
送

出
し
た
。
本
線
橋
工
事
な
ど

他
工
事
と
輻
輳
す
る
た
め
、

部
材
や
機
材
搬
入
の
段
取
り

等
、
密
に
連
携
を
取
っ
た
こ

と
で
円
滑
に
進
め
て
こ
ら
れ

た
。
完
工
ま
で
気
を
引
き
締

め
て
遂
行
し
た
い
」

日通の若手 2人が活躍

見学会で青森工業高校
の生徒らにボルト締め作
業の見本を見せたのが、
日本通運・関東重機建設
支店の坪湧磨さん（18）。
ボルトとナットが共ず

れした時に、ひと目で分
かるよう、1本ずつ白い
インクで印をつけた後、
1本のボルト締め作業を
シャーレンチという工具
を用いて実演した。

「重機も、構造物工事も」

坪さんは、青森県むつ
市の出身。今春に県立む
つ工業高校を卒業し、日
本通運に入社した。
「運送業に進むか、建

設業に進むかで迷いまし
た。日本通運では重機も
扱えて、橋梁架設等の構
造物工事も手がけること
ができると知り、進路に
決めました」という。
研修期間を経て、6月

から配属された現場がこ
こだった。現在は、現場
から車で15分の距離にあ
る十和田市の賃貸住宅に
住む。先輩の山岸凌我さ
ん（22）が運転する車に同
乗して、現場に行き来し
ている。
坪さんの仕事は、協力

業者・橋梁とび職の施工
の段取りを、いかに準備
万端に行っておくかで、
その後の作業が円滑に進

むかが決まるという。目
下の課題は、仕事で扱う
工具など物の名前を覚え
ることだ。
「先輩、上司から指示

された時に、名前が分か
らず、聞き返したり、間
違えたりして日々迷惑を
かけている。時間も浪費
してしまうので、まずは
物の名前を覚えることが
先決だ」と自分に言い聞
かせている。
この日、同郷の後輩た

ちの前でデモを行ったの
は、発注者と元請・巴コ
ーポレーション榎本所長
の配慮だった。坪さん
は、はにかみながらも自
信いっぱいに作業を行
い、生徒らを誘導しアド
バイスを送っていた。

「形に残り、やりがい」

坪さんの教育係の山岸
さんは、入社4年目。千
葉県立京葉工業高校を卒
業して、日本通運に入社。
これまでに橋梁新設・保
全工事を8現場ほど経験
してきた。
「橋梁工事は形に残る

仕事で、作業中は安全と
精度管理に頭がいっぱい
になっているが、竣工後
に改めて全体を眺める
と、大きな仕事に携われ
た満足感があり、やりが
いがある」と話した。

200ｔ吊クレーンが旋回する

青
森
工
業
高
校
・
都
市
環

境
科
2
年
の
生
徒
（
17
）
は

「
ボ
ル
ト
締
め
等
、
普
段
で

は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体

験
で
き
ま
し
た
。
橋
の
架
設

は
動
画
で
観
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
実
際
に
間
近
で
目

に
し
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。
橋
の
仕
事
は
格
好
良
い

い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ

ば
、
こ
う
い
う
仕
事
に
就
き

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
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（上）工事概要を説明する青森河
川国道事務所の高橋和也監督官
（中）榎本所長は繰り返し練習し
てから生徒の前に立った
（下）生徒たちがハイテンボルト
締め作業を体験

（左から）山岸さん、坪さん
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